
イオンマレーシア

マレーシア国

日本企業

・障がい者の自立支援の一環
としての職業訓練 （ＩＴ、手工
芸、ベーカリー、ホテル産業他）

ＯＤＡ

（官民連携草の根無償資金協力）

※ 供与限度額：42,468米ドル

マレーシア国の身体障がい者、

知的障がい者

援助対象

日本製のパンの普及、需要喚起。

・ 同国における障がい者への認識は後進的であり、職業訓練のニーズに応える公的支援が不足しているた
め、ＮＧＯ活動への支援が強く求められている。

・ 本ＮＧＯが行うベーカリーの職業訓練コースは人気が高い。また同国では日本のパン作り技術に対する評
価が高い。

【背景】

ルア・アマル・チェサー・セランゴール
（ローカルＮＧＯ）

・パン作りの講師の訓練。

・販売の指導、経営のアドバイス。

芸、ベーカリー、ホテル産業他）

被供与団体

・ 年間４０名から６０名の身体障がい者、知的障がい者に対し、職業訓練を行うことで、自立を支援する。
・ 特に人気のあるベーカリーの訓練施設を拡充することで、受入れ可能人数を増やす。
・ 訓練で製造されたパンを売る販売所を設けることで、訓練所の運営を容易にし、障がい者の雇用を創出す
る。

・職業訓練所の改装工事費
（ベーカリーの訓練施設の拡充）

・販売所の改装費と機材整備費
（訓練で製造されたパンを販売
する販売所の拡充）

【効果】


